
Ⅰ．緒言
　バレーボールは、相手コートから来たボールを３回
触って相手に攻撃もしくは返球するスポーツである
14）。一本目のプレーとして行われるレセプション、デ
ィグ、パス、ブロックといった技術は相手からのボー
ルを味方につなぐ技術で、相手の攻撃を防ぐ技術で
ある。2 本目として行われるパス、セットといった技
術は味方が触ったボールを味方に渡すという技術であ
り、3 本目のプレーとして行われるアタックや返球す
るためのパスは、味方のボールを相手に攻撃として扱
う技術である。その中でも 2 本目にセッターが行う
セットは味方から繋がれたボールをさらにいい状態
に、また悪い状態のものをいい状態にするといった扱
える 3 回のプレーのうちで唯一異なった意味を持つ
プレーである。バレーボールの勝敗において、重要な
統計的指標はスパイクの決定率という考えからスパイ
ク効果率が相手より上回ることにより、勝利に近づく
と言われている 12）。このことは、単にスパイクを決
めるだけではなくミスを減らしていくことが重要にな
り、セッターのセットの精度が大きく影響してくると
考えられる。そのため、自チームの攻撃がより有効に、

より得点率が上がるためには、大変重要なプレーの一
つであると考えられる。
　これまでに、セッターのセットにおいて、ジャンプ
セットを使用することが非常に重要であることが多く
報告されてきた 2）8）9）10）。特に宮口・高橋 3）は、ジ
ャンプセットの技術は身体が離地すると動作の微調整
が難しく、スタンディングでのセット以上にこのポジ
ショニングの正確さが必要であると述べている。また、
アタッカーのリズムを一定にするためには、落下点に
入るタイミングからセットを上げるタイミングを一定
にする必要がある 4）。この「ポジショニング」と「タ
イミング」を合わせる能力について、山本 8）や大築 5）

9）は「空間的タイミング調整、時間的タイミング調整」
能力と表現しており、ジャンプセットを正確に行うた
めには、この二つの能力が必要になってくると考え、
うまく作用していなければいけないと考えられる。
　ジャンプセットの技術について宮口・高橋 3）は、
準備局面、主要局面、終末局面 6）の３局面に分けて
いる。準備局面はジャンプセットの踏み込みからジャ
ンプまでのことを指し、主要局面はボールをセットし
てから出すまで、終末局面はボールを出した後から着
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　バレーボール競技におけるセッターが行うセットは、試合の勝敗に最も影響を与え得るアタックにつなげる大切な技術
である。また、ジャンプしてセットを行うことは優秀なセッターの条件となっている。本研究は、セッターのジャンプセッ
トの一連の動作を、準備局面 - 離地局面 - 主要局面間の 3 局面に分け、各局面間の時間を比較することにより、セッターに
共通する特徴を導き出し、バレーボール技術指導の一資料とすることを目的とした。セッター経験のある大学生 8 名を対
象に、ターゲットを設置したレフトへの平行セットを 10本連続で 3セットジャンプセットさせ、3局面の時間を測定した。
ターゲットへの成功失敗別、競技実績別に動作の 3局面の時間の差の検討を一元配置分散分析で行った。
　検証の結果、ジャンプセットの離地局面において、成功した時の方が失敗した時より時間が長いことが明らかとなった。
成功と失敗間の比較では、その他の局面で大きな差は見られなかった。また、競技実績間の比較を通して、主要局面では
全国大会出場選手において長くボールを保持していることが明らかとなった。
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号：22-015）。

２．撮影方法
　被験者をセンターラインの 4.5m の位置（図 1）に
立たせ、レフト側のサイドライン 4.5m の位置から
出されたボールを受け、レフトへの平行セットをジ
ャンプセットで目標に向けセットさせた。目標は直
径 0.6m、高さ 2.45m で設置した。カメラは、セッタ
ーのセット動作を横から観察できるように、センタ
ーラインから鉛直方向 4.5m 離れた位置に設置し、三
脚の高さは地面から 1.5m とし、撮影した。撮影に
は Apple 社製 iPhone12 pro を使用し、iOS アプリの
Technique を使用し、時間の計測を行った。

３．分析方法
　ジャンプセットの一連動作を 1/100 秒まで算出し、
準備局面、離地局面、主要局面の時間を計測した。競
技レベル・バレーボール歴・セッター歴からみた差の
検定は、HAD 17.206 6）を使用し、一元配置の分散分
析を用いて検証を行った。統計的有意水準は 5％とし

地までとしており、ジャンプセットを正確に行うため
には、準備局面が重要となってくると考えられる 3）。
　2019 年に行われた AVCA コーチコンベンションに
おいて、Jamie Morrison は「落下点に入ってからセ
ットを上げるまでのタイミングは、うまい選手ほど一
定であることが分かる」と述べていた 15）。
　以上のことから、ジャンプセットの成功に関わる重
要な局面は、落下点に素早く入り、ジャンプしてから
ボールに触れるまでの時間が重要になってくるのでは
ないかと考えられる。しかし、セッターのセットに関
する研究において、ハンドリングや、主要局面の動作
に関するものが多く 4） 5）、準備局面に関する研究や、
タイミングに関する研究は僅少なままである。また、
宮口・高橋３）による習熟過程に着目したタイミング
に関する研究は行われているものの、時間的タイミン
グに関する研究に関してはなされていなかった。
　そこで本研究では、セッターのジャンプセットの一
連の動作を宮口・高橋 3）の 3 局面の考え方を利用し、
準備局面 - 離地局面 - 主要局面間の時間を比較するこ
とにより、セッターに共通する特徴を導き出し、バレ
ーボール技術指導の一資料とすることを目的とする。

Ⅱ．研究方法
　本研究は、セッターのジャンプセットの一連の動作
を準備局面−離地局面−主要局面間の時間を比較する
ことにより、セッターの共通する特徴を導き出し、バ
レーボール技術指導の一資料とする目的を達成するた
め、以下の方法を用いて研究を行った。
　なお、本研究では終末局面ではボールに触れていな
いため、セッターのセットに影響がないと考え、調査
は実施していない。

１．研究対象
　本研究では、セッター経験があることを条件に男子
大学生 8 名を研究対象とした（表 1）。バレーボール
歴は 6 年から 10 年間で、セッター歴は 8 か月から 7
年間であった。競技実績は全国大会出場以上、ブロッ
ク大会出場以上、県大会出場以上の 3 カテゴリーに
分類した。被験者のバレーボール歴・セッター歴・競
技実績、それぞれの平均年数と標準偏差を表 1 に示
した。
　被験者には、実験開始前に本研究の趣旨および実験
内容と方法、情報保護について文書をもとに説明し実
験参加への同意を得た。本研究は、山梨学院大学倫理
審査委員会において審査承認を得て行われた（受付番

図１．カメラ配置

表１．被験者のバレーボール歴　セッター歴　競技実習
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表２．成否別にみた離地局面の時間について
水準 平均値 標準誤差 偏η2 F値
成功 0.186 0.004

0.340 8.397**
失敗 0.166 0.005

**p< .01

２．競技実績別にみたジャンプセットのタイミングに
ついて

　競技実績別に準備局面・離地局面・主要局面の平
均に差があるか検討を行ったところ、離地局面と主
要局面において統計的に有意な差が見られた（F（2、
237）＝ 38.618、�<0.001、η2=0.246）。
　離地局面に関しては、表 3 に示した通り、全国大
会出場群の平均は 0.203 秒（��=0.005）、ブロック大
会出場群の平均は 0.153 秒（�� =0.004）、県大会出場
群の平均は 0.207 秒（�� =0.008）であった。そこで
各 2 群間における多重比較（Holm 法）を行ったとこ
ろ、全国大会出場群とブロック大会出場群間（�（237）
=7.954、��0.001）、ブロック大会出場群と県大会出
場群間（�（237）=-5.902、��0.001）に統計的に有意な
差が見られた。
表３．競技実績別にみた離地局面のタイミングについて
水準 平均値 標準誤差 偏η2 F値

全国大会 0.203 0.005
0.246 38.618***ブロック大会 0.153 0.004

県退会 0.207 0.008
***p< .001

　主要局面に関しては、表 4 に示した通り、全国大
会出場群の平均は 0.061 秒（��=0.001）、ブロック
大会出場群の平均は 0.056 秒（��=0.001）、県大会
出場群の平均は 0.056 秒（��=0.002）であった（�

（2、237） ＝ 8.355、��0.001、 η2=0.660）。 そ こ で
各 2 群間における多重比較（Holm 法）を行ったとこ
ろ、全国大会出場群とブロック大会出場群間（�（237）
=3.964、�<0.001）、全国大会出場群と県大会出場群
間（�（237）=2.424、�=0.032）に統計的に有意な差が
見られた。
表４．競技実績別にみた離地局面のタイミングについて
水準 平均値 標準誤差 偏η2 F値

全国大会 0.061 0.001
0.660 8.355***ブロック大会 0.056 0.001

県退会 0.056 0.002
***p< .001

た。
　
４．セットの局面について（図２）
　⑴ 準備局面

　準備局面は、足が離地する前の最後の二歩を対
象とした。計測のタイミングとしては、離地する
前の最後から２歩目がついた瞬間から、最後の１
歩目が離地した瞬間を準備局面として撮影を行
い、局面間の時間を計測した。 

　⑵ 離地局面
　離地局面は、準備局面の 2 歩目が地面から離
れた瞬間からボールに触れるまでの時間を対象と
した。計測のタイミングとしては、踏み込みの最
後の足が離地した瞬間から、ボールに触れるまで
を離地局面として撮影を行い、局面間の時間を計
測した。

　⑶ 主要局面
　主要局面は、ボールに触れている時間を対象と
した。計測のタイミングとしては、ボールに触れ
た瞬間から、ボールが手から離れる瞬間までを主
要局面として撮影を行い、局面間の時間を計測し
た。

Ⅳ . 結果
１．セットの成否別にみたジャンプセットのタイミン

グについて
　セットの成功・失敗別に各局面の時間的側面から
の平均の差について検討を行ったところ、離地局面
において統計的に有意な差が見られた（�（1、238）
=8.397、� ＝ 0.004、η 2=0.340）。表 2 に示したと
おり、成功時は平均 0.186 秒（��=0.004）、失敗時は
平均 0.166 秒（��=0.005）であった。

図２．各局面の動作
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験年数は多くセッター経験年数が少ないことから、ス
パイカーであったことが考えられ、そのために高い位
置、ジャンプ力を示した結果であると考えられる。本
研究における県大会出場の被験者は 1 名のみであっ
たため、今後、被験者数を増やし、正確なデータを収
集する必要があると言える。
　主要局面においては、全国大会出場群とその他の群
で差が見られた。バレーボールにおいて、味方からの
ボールをスパイカーへ決定しやすいボールにする必要
がある。女子セッターについての研究を行った西らの
研究 4）では、左右の手の位置をインパクト時とリリ
ース時それぞれで比較したところ、インパクト時は手
関節中心で有意な差が見られて、リリース時には差が
見られなかったと報告している。このことから、主要
局面において、ボールを修正するための時間が必要と
なり、そのために時間を要して良いボールを提供して
いると考えられる。よりレベルが上がるにつれてサー
ブが良くなり、レセプションしたボールの返球が悪く
なるが、セッターから出されたボールがよくなること
により結果につながったのではと考えられる。
　本研究における検討では、セッターに共通する特徴
を明示するまでには至らなかった。しかし、男子大学
バレーボール選手のセッターのセット動作における離
地局面が、長い程成功することを明らかにした点で、
バレーボール指導におけるセッターポジションでのコ
ーチング実践に寄与する一資料が得られたと考えられ
る。

Ⅵ．結論
　本研究は、ジャンプセットの動作の準備局面 - 離地
局面 - 主要局面間の時間を比較することにより、セッ
ターの共通する特徴を導き出し、バレーボール技術指
導の一資料とすることを目的として行った。その結果、
以下のような知見が得られた。
１．ジャンプセットの離地局面において、成功した時

の方が失敗した時より時間が長いことが明らかとな
った。成功と失敗別に比較では、その他の局面で大
きな差は見られなかった。

２．競技実績別に検討を行った結果、離地局面におい
てブロック大会出場選手が最も短い時間であったこ
とが明らかとなった。また、主要局面では、全国大
会出場選手において長くボールを保持していること
が示された。

　本研究では、成功と失敗、競技実績別の 2 項目で

Ⅴ．考察
１．セットの成否別にみたジャンプセットのタイミン

グについて
　セットの成否別にみた離地局面の平均時間の差にお
いて、成功した時の方が有意に時間が長かったことか
ら、離地時間が長い方が成功する可能性が高いことが
示唆される . ただし、ジャンプはコートから離れてい
る時間しかなくジャンプ後着地することを考慮する
と、長ければ長いほど良好な成果を伴うとは限らない
とも言える。西ら 4）は、「セッターが落下点へ踏み込
むタイミングは、レシーブリリース直後からトスイン
パクト直前の時間的割合 100% のうち平均 78 ± 6％
の時点である。」と述べている。このことは、成功す
る場合において、より間をもって自分のタイミングを
出せているのではないかと考えられる。また、セット
の成否に関しては、離地局面をいかに自分のタイミン
グにするかが重要になってくると考えられる。
　準備局面の平均時間においては、成否別に差が見ら
れなかった。宮口・高橋の研究 3）では、2500 本以上
練習を重ねると、踏み込み時間が均一化してくること
が明らかにされている。この点、本実験の被験者は、
セッター歴が平均で 4.2 年と高校 3 年間はセッター
をしていると考えられ、2500 本以上はトスを上げて
いると考えられる。また、最も経験年数が少ない 8
か月の被験者でさえ、バレーボールの経験年数は比較
的長く、全国大会にも出場しているため、2500 本以
上はトスを上げていると推察される。したがって、本
研究の被験者は全般的に標準化された一定の技術を有
しており、成功失敗での差が生まれなかったと考えら
れる。 
２．競技実績別にみたジャンプセットのタイミングに

ついて
　統計的に有意に差が出たのは離地局面と主要局面で
あった。準備局面において、ブロック大会出場群がそ
の他の群より離地局面が短かったことは、ボールの下
に入ってから接触までの時間が短いことであり、ボー
ルへの見極めが悪く素早くセットできていないのか、
ジャンプが低く高いところでボールを触れていないと
考えらえる。男子バレーにおいて、スパイカーの到達
点が 340㎝台であるのに対して、セッターの取る位
置が低いことは、スパイカーの打つポイントまでの距
離が長くなり、ディフェンス側に反応の時間を許すこ
とになる。全国大会出場経験者は、その時間を防ぐた
めに高く飛んでいると考えられる。ただ、県大会出場
の被験者も長くなっていることは、バレーボールの経
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検討を行った。しかし、被験者はセッターの経験歴や
バレーボール歴にばらつきがあり、このこともプレー
に影響していると考えられる。今後はこれらの項目を
考慮した研究や性差に焦点を当てた研究を蓄積してい
く必要があると考えられる。
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